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　ＩＴスキル標準（ＩＴＳＳ）は、企業がビジネスに貢献できるプロフェッショナルを育成するプログラムであ

るとともに、自社が求める人材像を表現し、それを社員に表明するツールでもあります。また、社員に

とっては、自らのキャリアの自律を目指すための指標となります。

　ＩＴＳＳベーシックコース教育制度の教材は、そのＩＴＳＳの基礎知識を広く正しく理解してもらうことを目

的に作成されました。

　ＩＴＳＳベーシック教材は、全４章で構成されており、「構造と背景」（第１章、第２章）と、「導入と活用」

（第３章、第４章）に大きく分かれています。

　第１章では、ＩＴＳＳの機能、基本構造、構成要素など、ＩＴＳＳ自体を多面的に解説しています。第２章

では、ＩＴＳＳの誕生の背景から将来展望まで、過去―現在―未来の流れの中でその必要性や狙い、役

割等を説明しています。第３章は、ＩＴＳＳの導入と活用を一般共通の視点と社員の立場と視点から説明

しています。第４章は、ＩＴＳＳの導入と活用を企業の経営戦略や人材育成戦略での活用視点から、それ

ぞれ展開・解説しています。

ＩＴＳＳベーシック教材の構成

第１章　ＩＴＳＳの構造
１．ＩＴＳＳの基本構造
２．ＩＴＳＳの概念構造
３．ＩＴＳＳの構成要素＝キャリア編
４．ＩＩＴＳＳの構成要素＝スキル編
５．ＩＴＳＳの留意点・課題

第２章　ＩＴＳＳの背景
１．「新経済成長戦略」が示す、これからの日本
２．これからの情報サービス産業とＩＴＳＳ
３．高度ＩＴ人材育成をめざして
４．なぜ、ＩＴＳＳが必要なのか
５．ＩＴＳＳの狙い

第３章    ＩＴＳＳの導入と活用
　　　　　　一般共通の視点、社員の立場と視点

１．一般共通の視点
２．社員の立場と視点

第４章    ＩＴＳＳの導入と活用
　　　　　　企業の立場と視点

１．ＩＴＳＳの人材開発への活用について
２．人材マネジメントへの活用
３．ＩＴＳＳ導入の課題
４．経営戦略に基づいた人材育成＝目標人材モデルの策定
５．ＩＴＳＳを利用した調達＝必要人材モデル


